
 

 

 

 第１回峡中・峡北地区地域教育推進連絡協議会

が，６月１２日(木)に北巨摩合同庁舎で開催されま

した。 多くの会員が集まり、全体会、全体研修

会、協議会及び情報交換会が行われました。 

【あ い さ つ ・ 清 水  亘 峡北地区新会長 】 

①子どもたちのつらさ・苦しさを理解して欲しい 

 ・泣いたらいじめられる→笑って耐える 

   「あいつだって笑っていたもん」 

 ・ネットいじめは｢画像｣が撮られていないか確認する 

   事件後に第三者からｱｯﾌﾟされる可能性がある 

②いじめは子どもの死に直結する 

 ・加害者への恐怖に打ち勝って、うちあけた子どもたち 

  「自分が言わなくても、親･先生が気づいてくれた」 

 ・人はつらいことを話すときに、つらそうには話さない 

  「なんで早く言ってくれなかったの？」 

          →「言わなかった私が悪いの？」 

③いじめは加害者の問題である 

 ・誤ったメッセージ「原因があればいじめても良い」 

  ×「なぜ、いじめたんだ？」 

  ○「どういう気持ちでいじめたんだ？」 

 協議会において、各地区の本年度役員が次のよう

に決定しました。 
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④いじめる子どもの問題を作り出しているの

は大人たちである 

 ・いじめをなくす方法は不明だが、増やす

方法は想像がつく。－そこから、解決策を

探る。 

  「バカ、こんなこともできないのか？」 

  「がまんしろ！」 

  「やられたら、やり返せ！」 

まとめ 

・いじめは被害者の努力では解決しない。 

・相手への想像力･共感力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力の不

足で起こる。 

・子どもたちの気持ちは受け止め、やった行

為を否定し、感情の表出方法を一緒に考え

てやる。 



平成２６年度 山梨ことぶき勧学院 入学式  

 「 余暇を利用した生涯学習」  
桜美林大学名誉教授 瀬沼 克彰 氏 

 4月15日
にことぶき

勧学院入学

式が甲府市

のコラニー

文化ホール

（県民文化

ホール）に

て行われました。１６８名の２年生に迎えられ、本

年度は県内全体で１９４名が入学しました。式では

阿部邦彦学院長（教育長）より、「『実践する』こ

とに重点を置き、学んだことを発表する機会を通じ

て学びを深め、生き生きとした日々を送ってほし

い。」と式辞をいただき、新入生は、それぞれ２年

間の学習に向けて、志を新たにしました。 

 ●ことぶき勧学院の意義について 

 『人は生まれ持った能力の全てを出し切って死ぬ

ことが理想』であるが、『学校教育で枠にはめられ

ることによって、その芽を摘まれて生きてきた。』

『神様は私たちに、何を天賦の才として授けたのか

教えてくれない。』だから、『ことぶき勧学院の活

動を通じて、いろいろ試してみることは、その才能

に気づき、磨き、発揮する第２のチャンスであ

る。』 

 我々の余暇の過ごし方には、①休息、②気晴ら

し、そして③自己啓発の３種類がある。７０％の人

たちがその余暇を休息に使い、２５％の人たちが気

晴らしに使っている。①・②と③の間には大きな壁

があり、余暇を自己啓発のために使っているのは、

ほんの一握りである５％の人々に過ぎない。高齢者

は「時持ち」「金持ち」「能力持ち」なのであるか

ら、それを有効利用してゆかなければならない。 

●卒業後の指針として 

 全ての学習行動は①入門期、②中級期、③上級期

からなる。入門期の３年間は指導者の下できちんと

習うことが望ましい。（ことぶき勧学院がこの期間

にあたる。）中級期になったら（ことぶき勧学院を

卒業したら）、グループを作って活動し、お互いに

高め合ってほしい。定期的な会合を行い、機関誌を

作り、発表や展示の機会を作り続けてゆくことが重

要である。（公益法人 助成財団センター（JFC）が
活動資金の助成をしてくれるので活用するとよ

い。） 

 上級期は、他の人々を指導する時期である。面白

さを感じるばかりでなく、自身も伸びてゆくために

は、発表の機会を持つこと、他人に教えることは重

要な手段でもある。 

 どうぞ勧学院で学んだことを、参加する勇気を持

たない周囲の皆さんに教えることを通じて分けてあ

げていただきたい。 



 高校生最大のスポーツの祭典である全国高等学

校総合体育大会(インターハイ)が、本年度は、南

関東四都県（山梨・東京・千葉・神奈川）で３０

競技にわたって開催されます。 

 本県では、７月３０日（水）から８月１０日

（日）までの１２日間に８競技が７市２町で開催

され、選手・監督約１万人、観客延べ１５万人が

集まります。 

 

 中北地区では、陸上競技（甲府市）、卓球（甲

府市）、サッカー（韮崎市、甲府市、北杜市、甲

斐市、昭和町）、ホッケー（南アルプス市、甲府

市）の競技に熱戦が繰り広げられます。 

 出場する代表の選手ばかりでなく、地元の多く

の高校生も補助員として大会を盛り上げようと一

生懸命です。 

 

 ぜひ、多くの方に会場に足を運んでいただき、

選手を応援していただくとともに、地元高校生の

頑張っている姿をご覧ください。 

「煌めく青春 南関東総体2014」 

まもなく開幕  

● 本県での開催 

甲府西高等学校３年(H23年度) 

       栁本 薫 さん 

「四色で四都県をイメージしまし

た。左上へ伸びる形は、お互い高

め合って競争する様子を表し、円

になっていくことで競い合う中でも

協力し合っている様子を表しまし

た。」 

●シンボルマークは甲府西高の生徒の作品です 

●本県代表校（選手） 
・陸上競技 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

・卓球(ｼﾝｸﾞﾙｽ､ﾀﾞﾌﾞﾙｽ出場選手については割愛しました） 
  男子団体：日本航空高校、甲府商業高校 
  女子団体：日本航空高校、甲府商業高校 
・サッカー 
      山梨学院大学附属高校、帝京第三高校 
・ホッケー 
     男子：山梨学院大学附属高校 

   女子：巨摩高校 

男子 1500m 高橋 将平 韮崎 高校 

男子 走高跳 水越 海 上野原 高校 

男子 砲丸投 雨宮 巧 巨摩 高校 

男子 ﾊﾝﾏｰ投 栄野比 ホセ 山梨農林 高校 

男子 やり投 青沼 李軌 山梨学院大学附属 高校 

男子 八種競技 山下 黎 駿台甲府 高校 

女子 400m 山田 美衣 駿台甲府 高校 

女子 3000m 畠山 実弓 山梨学院大学附属 高校 

女子 走幅跳 剱持 クリア 山梨学院大学附属 高校 

女子 走幅跳 近藤 祐未 山梨学院大学附属 高校 
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地域教育フォーラムを開催します 

期日：平成26年10月24日（金）14:00～16:30 

会場：日本航空学園 J-shipホール 

講演：「ネットいじめの実態と対応について」 

 千葉大学教育学部 教授 藤川 大祐 氏 

社会教育指導者研修会 

 平成26年6月25日に山梨県青

少年ｾﾝﾀｰにて第２回社会教育指

導者研修会が開催されました。

公民館活動の事例発表として、

中北地区より韮崎市穴山公民館

の事例発表が行われました。 

 地域では、誰もが口ずさむ唱歌「たなばたさま」の作

詞者が韮崎市穴山町出身の権藤はなよであることを

伝え聞き、平成25年の7月7日に「たなばたさま」の詩

碑を建て、除幕式を行いました。 

 穴山公民館では、これを受けてふるさとの偉人を学

ぶと共に、地域の活性化のために次のような活動を推

進しました。 

● 「穴山さんぽ道 権藤はなよの世界 詩碑を訪ね

て」の発行･配布 

● フットパス･ウォーキングの実施 

● 「穴山町だより」特別号の発行 

● 生涯学習の集いにおける特別講演会 

● 小学校のたなばた集会への参加 

● 「穴山たなばた祭り」の開催 

これらの活動を通じて次のような成果を得られました。 

1) 町内の場所や歴史に関心を持つことができた。 

2) 各種団体との連携により、広がりのある事業展開が

できた。 

3) 地元の学校との交流が密になり、子どもの郷土愛を

育てる活動ができた。 

4) 権藤はなよ作品を歌う女声合唱グループの編成な

ど、作品の継承ができた。 

5) フットパスの参加者に穴山町を知ってもらうことがで

きた。 

～公民館が地域活性化の原動力になるために～ 

 町の実情や町民のニーズに応える活動をすると共

に、ふるさとの偉人や埋もれている地域の宝を掘り

起こし、常に斬新な企画と実践を継続していくこと

が必要である。 

４、権藤はなよに関連した公民館活動

ガイドブック｢穴山さんぽ道」の発
行

穴山町出身 童謡詩人

（旧姓 伊藤）
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